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第 1 章で問題全体を概観した後、第 2 章では定常時系列の予測子を仮想スペクトル密度から構成し、これによる予
測誤差を、予測子の係数を既知とした場合と推定した場合にまず理論的に評価し、誤特定化の影響を数値的に調べた。
特に、スペクトルが単位根を持っとき誤特定化の影響が大である、等の知見を得た。
第 3 章では正規過程に対するエルミート変換後の予測の誤特定化問題で、種々の予測子の漸近的平均 2 乗予測誤差
を評価した。これらの結果は金融時系列の代表的モデルである ARCH，GARCH モデルへの応用が期待できるo
第 4 章では、欠測値がある場合を扱っているo 欠測値の補間子は定常時系列ではスペクトルで記述されるが、スペ
クトルに誤特定化があるときの補間誤差を理論的、数値的に評価し種々の知見を得た。また変換された時系列に対し
ても同様の解析を行った。
以上のように、本論文ではモデルに誤特定化がある場合の予測子のふるまいを、理論的・数値的に求め、真のモデ
ルの下で導かれている予測子との比較検討を行い、どのような場合に頑健で、または誤差が増大するかを評価してい
るD これらの結果は理論的に重要であると同時に、実用的にも時系列モデル構築への重要な知見を与えるものであるo
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として価値あるものと、認められる。
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